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１．はじめに

メッツォ社（本社フィンランド）が１９８５年

に世界で初めて自走式破砕機ロコトラックを製

造・納入してから２８年が経過し、７５００台が

納入された。国内では１９９１年に３台のロコト

ラックＬＴ１２５が関東地区の砕石会社に納入さ

れてから約３００台が納入されている。当初は自

走式１次破砕機を切羽に設置して破砕産物をコン

ベアで輸送するダンプレスと２次破砕機にスクリ

ーンを搭載した組合せによる路盤材の生産が主目

的であった。

１９９３年の九州大学と１９９５年の東海大学

での資源・素材学会での発表はダンプレスによる

原石輸送コストの低減であった。また、近年では

鉄鋼スラグ業界も老朽化した固定設備の更新に自

走式ロコトラックを注目・採用されており、大幅

な設備投資の削減と小さな設置場所や原料輸送コ

スト低減などで多くのメリットが出ている。

このような中、メッツォ社では整粒機バーマッ

クと自走式スクリーンを製品ラインナップに加え

て、全て移動式による高品質な骨材生産システム

を完成させた。２０１０年からメッツォ社の国内

総代理店となった弊社では、本システム「ロコト

レイン」の普及を図るために、昨年５月に宮城県

内の弊社ユーザの協力の下、デモ・見学会を開催

した。１８０名の参加者に、移動式による高品質

な生コン用骨材の生産を見学していただいた。見

学会の後、４社の砕石会社が本システムを採用さ

れ、３社に納入されたので本報にて各々の導入と

成果について報告する。

２．ロコトレインシステムの導入と成果

２・１ 宮城県Ｔ社

Ｔ社は東日本大震災復興用の骨材増産を主目

的に、２０１３年１月にロコトラック２台と移動

式スクリーン２台の組合せによるロコトレイン

システムを導入された。

導入後は保有の固定式破砕設備とロコトレイン

システムにより、道路用・生コン用骨材生産量の

倍増を達成した。導入以来、半年を経過するがフ

ル生産は継続され、主に気仙沼・石巻地区の震災

復興に寄与している。

表１ 骨材の物性値（２００５）

岩種
密度

(g/cm3)

吸水率  

(%)

粒形判定

実績率(%)

砂岩・粘板岩 2.7 0.77 57.7

写真１ ロコトレインシステム稼働状況

表２ システム構成機器リスト

機器名称 型式 主要機器

自走式破砕機 LT200HP HP200コーンクラ

ッシャ

自走式破砕機 LT7150 B7150バーマック

移動式スクリーン ST4.8 ３床式振動篩

移動式スクリーン ST3.5 ２床式振動篩



図１ フローとマテリアルバランス

図２ 破砕産物・製品の粒度分布

２・２ 茨城県Ｔ社

Ｔ社砕石工場では老朽化が進んだ製造設備の更

新を検討されている中、弊社の移動式骨材生産シ

ステムが高品質な製品を製造していることに注目

され、昨年１０月に導入を決定、今年５月にロコ

トラック３台、移動式スクリーン１台の組合せに

よるロコトレインを導入された。

導入の主目的として以下の点を特に評価された。

① 将来の市場環境変化に構成機器の変更で対応

が可能

② 固定設備の更新に比べ移動式の方が安価

③ 切羽の展開に合わせて最適な設置場所へ簡単

に移設

④ 更新時に中古機として販売が可能

導入してまだ日が浅い中、ロコトレインでの生

産は品質・能力共に満足される結果となっている。

表３ 骨材の物性値（２００５）

岩種
密度

(g/cm3)

吸水率  

(%)

粒形判定

実績率(%)

硬質砂岩 2.63 0.33 59.9

写真２ ロコトレインシステム稼働状況

表４ システム構成機器リスト

機器名称 型式 主要機器

自走式破砕機(１

次)

LT106 C106ジョークラッシャ

自走式破砕機(2

次)
LT200HPS

HP200コーンクラッシ

ャ（スクリーン付き）

自走式整粒機 LT7150 B7150 バーマック

移動式スクリーン ST4.8 ３床式振動篩

図３ フローとマテリアルバランス
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図４ 破砕産物・製品の粒度分布

２・３ 岩手県Ｒ社

Ｒ社では東日本大震災復興に関連して、ゼネコ

ンから新たに開設するアスコンプラントへの安

定・継続した骨材供給の要請があった。生産期間

の限定と省スペースでの設置という制約条件の下、

移動式のメリットに着眼、ロコトレインを選択さ

れ、昨年１１月に導入を決定、今年６月にロコト

ラック３台と移動式スクリーン２台の組合せによ

るロコトレインを導入された。すでにアスコンプ

ラントは稼動を開始しており、導入後、直ちに生

産・供給を開始している。

表５ 骨材の物性値（２００５）

岩種
密度

(g/cm3)

吸水率  

(%)

粒形判定

実績率(%)

安山岩 2.62 1.12 60.2

写真３ ロコトレインシステム稼働状況

表６ システム構成機器リスト

機器名称 型式 主要機器

自走式破砕機(1

次)

LT106 C106 ジョークラッシャ

移動式スクリー

ン

ST3.8 ２床式振動篩

自走式破砕機(2

次)

LT200HP HP200コーンクラッシャ

自走式整粒機 LT7150 B7150バーマック

移動式スクリー

ン

ST4.8 ３床式振動篩

図５ フローとマテリアルバランス

図６ 破砕産物・製品の粒度分布
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２・４ 東京都Ｙ社

Ｙ社では数年前から環境問題や老朽化で設備の

場内移設・更新を計画していた中、圏央道の延伸

建設が開始されるなど骨材需要が長期にわたり

旺盛になってきたため、今年５月にロコトラック

３台・移動式スクリーン１台・移動式コンベア１

台の組合せによるロコトレインの導入を決定し

た。２０１４年２月の納入予定で準備を進めてい

る。導入の要因としては

① システムがコンパクトで省スペースに設置

② 現状の設備と同等の高品質な骨材を生産

③ 固定設備に比べ移動式の方が安価である

④ 市場環境変化に構成機器の変更で対応が可

能であり、更新時に中古機として販売が可能

表７ システム構成機器リスト

機器名称 型式 主要機器

自走式破砕機(1

次)

LT106 C106ジョークラッ

シャ

自走式破砕機(2

次)

LT300H

PS

HP300 コーンクラ

ッシャ（スクリー

ン付き）

自走式整粒機 LT7150 B7150 バーマック

移動式スクリーン ST3.8 ３床式振動篩

移動式コンベア CT3.5 W1050×20000L

図７ フローとマテリアルバランス

図８ レイアウト図

３．おわりに

ロコトレインシステムの導入を計画されている

顧客が数社あり、本システムが骨材プラント更新

の一つの方向を指向しているものと考える。その

推進役の一つに、メッツォ社が開発して広く世界

中で実用化している骨材生産シミュレーションソ

フト「ブルーノ」がある。弊社はユーザの様々な

要求に対し、数多くの提案をスピーディに作成し

ており、実際のシステム運転データと相違ない結

果で提案の信頼性を高めている。

本システムのメリットや成果を確認していただ

く活動として、３年前から毎年春にデモ・見学会

を実施している。骨材資源工学会や砕石フォーラ

ムでの講演も継続している。また、毎年、移動式

の先進地域である欧州への視察をロコトラック検

討中のユーザと行っている。今後もこれらの活動

を継続して本システムの普及・拡大に努める。

弊社ではロコトレインの普及に不可欠なメンテ

ナンスサービスへ注力しており、フィンランドで

のサービストレーニングにサービス員を毎年参加

させている。また、メッツォ社エンジニアの来日

によるサービス研修も年に数回実施するなど、メ

ッツォ社との交流を活発に行い、メンテナンス技

術の向上に努めている。サービス協力工場も拡充

しており、ユーザに安心して使っていただくため

の体制づくりを推進していく所存である。

1

500mm coarse
Greywacke

t/h

SD 2.67 t/m3
Cr 26 %

Abr 1460 g/t

204

2

LT106
C106
Setting 70 mm

std

TK11-42-2V

TK deck
Solid plate

Opening 52 mm

90 %
67 t/h

204

3

LT300HP

Setting 28 mm
std coarse

TK13-30S
#45 mm/E77 %

80 t/h

100 %

204

4

LT7150

77 %

204

5

ST3.8
#24 mm/E94  %
#5 .5 mm/E79 %

37

102

65

6

+20
18 %

37

7

20-5
50 %

102

8

5-0
32 %

65

約 60m

約 70m


